
以下のような機能を有し、24時間対応可能な緊急体制を確保すること等により、都道府県において災害時における精
神科医療を提供する上での中心的な役割を担う。

○ 医療保護入院、措置入院等の精神保健福祉法に基づく精神科医療を行うための診療機能

○ 精神疾患を有する患者の受入れや、一時的避難場所としての機能

○ 災害派遣精神医療チーム（DPAT）の派遣機能等

＜整備方針＞人口規模や地理的条件、都道府県における精神科医療の提供体制の実態などを考慮し、都道府県ごと
に必要な数を整備（少なくとも各都道府県内に1カ所以上）

災害拠点精神科病院の指定に向けた取組について

災害拠点精神科病院とは

北部と南部の2カ所に災害拠点精神科病院の
指定を目指し、令和６年度末までに長浜赤十字
病院を災害拠点精神科病院として指定。
また、令和８年度末までに災害拠点精神科病院
を１病院増やし、大規模災害時の精神保健医療
ニーズに対応できる体制の確保を進める。

災害拠点精神科病院の指定の方向性

令和５年８月１８日 長浜赤十字病院との協議
令和５年１２月２～３日 ＤＰＡＴ先遣隊研修の受講
令和６年３月１１日 災害拠点精神科病院要件確認
令和６年３月１９日 災害医療体制連絡協議会報告
令和６年７月30日 滋賀県ＤＰＡＴ運営委員会で検討
令和６年９月１２日 滋賀県医療審議会

長浜赤十字病院の指定に向けた動き

滋賀県医療審議会
令和６年９月１２日（木）

健康医療福祉部障害福祉課

近年、大規模災害に加え、大雨等が増加傾向にあり、東日本大震災や熊本地震では、精神科病院からの多数の患者
搬送が行われるなど、災害時においても精神科医療を行うための診療機能を有し、被災地からの精神疾患を有する患
者の受け入れやDPATの派遣等ができる体制の整備が求められている。本県においては、未だ災害拠点精神科病院
の指定ができていないため、早期に指定をする必要がある。 全国では30自治体５３病院を指定（令和６年４月時点）
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